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東海第二発電所 圧縮減容装置の設置に係る原子炉設置変更許可申請に関する 

既許可を踏まえた申請内容の整理について 

 

１．経緯  

 東海第二発電所 圧縮減容装置の設置に係る原子炉設置変更許可申請書について，

原子炉設置変更許可申請書（２０２１年６月２５日申請）及び補足説明資料[CVRD-1-

001]別添１「基準適合のための設計方針」において，申請書に示す設計方針を記載し

ている。 

 別添１には，新規制基準適合性審査（本体施設）の申請書※１（以下「既許可」とい

う。）に記載された「１．９ 発電用原子炉施設設置変更許可申請に係る安全設計の方

針」等を踏まえて，圧縮減容装置の設置に伴い追加又は変更しない設計・設計方針を

示している。 

今回，既許可において，追加又は変更しない設計・設計方針について，別添１にお

いて示されているか否かを確認した。 

※１：令和元年７月２４日に許可を受けた原子炉設置変更許可申請書等（本体施設の申請書） 

 

２．整理方法  

 補足説明資料[CVRD-1-001]第４表「既許可からの変更点及び基準適合性等」の設置

許可基準規則の条文ごとに，設計・設計方針の追加又は変更により，申請書（添付書

類を含む）の変更が必要な条文について以下を確認した。 

（１）申請書の変更が必要な各条文について，圧縮減容装置に適用する既許可の設

計方針を抽出 

（２）（１）について別添１の記載と比較 

（３）上記から（１）に示す設計方針が別添１に示されているか否かを確認 

（上記１．に示した「追加又は変更しない設計・設計方針」の記載の有無を確認） 

 

３．整理結果  

 圧縮減容装置に適用する既許可の設計方針については，概ね別添１に記載されてい

ることを確認した。 

ただし，以下の設計方針については，既許可を踏まえた設計方針をより明確にする

ために，別添１の記載の充実化を図る。 

○第８条（火災による損傷の防止） 

○第３０条（放射線からの放射線業務従事者の防護） 

 

添付１ 東海第二発電所 圧縮減容装置に係る原子炉設置変更許可申請と既許可の

関係について 
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に

よ
り

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
安

全
性

を
損

な
わ

な
い

よ
う

，
火

災
発

生
防

止
，

火
災

感
知

及
び

消
火

並
び

に
火

災
の

影
響

軽
減

の
措

置
を

講
じ

る
も

の
と

す
る

。
(
1
)
　

火
災

発
生

防
止

　
潤

滑
油

等
の

発
火

性
又

は
引

火
性

物
質

を
内

包
す

る
設

備
は

，
漏

え
い

を
防

止
す

る
設

計
と

す
る

。
万

一
，

潤
滑

油
等

が
漏

え
い

し
た

場
合

に
，

漏
え

い
の

拡
大

を
防

止
す

る
堰

等
を

設
け

る
設

計
と

す
る

。
　

電
気

系
統

に
つ

い
て

は
，

必
要

に
応

じ
て

過
電

流
継

電
器

等
の

保
護

装
置

と
遮

断
器

の
組

合
せ

等
に

よ
り

，
過

電
流

に
よ

る
過

熱
，

焼
損

の
防

止
を

図
る

と
と

も
に

，
必

要
な

電
気

設
備

に
接

地
を

施
す

設
計

と
す

る
。

　
落

雷
や

地
震

に
よ

り
火

災
が

発
生

す
る

可
能

性
を

低
減

す
る

た
め

，
避

雷
設

備
を

設
け

る
と

と
も

に
，

安
全

上
の

重
要

度
に

応
じ

た
耐

震
設

計
を

行
う

。
(
2
)
　

火
災

感
知

及
び

消
火

　
安

全
機

能
を

有
す

る
構

築
物

，
系

統
及

び
機

器
に

対
し

て
，

早
期

の
火

災
感

知
及

び
消

火
を

行
う

た
め

異
な

る
種

類
の

感
知

器
を

設
置

す
る

設
計

と
す

る
。

　
消

火
設

備
は

，
自

動
消

火
設

備
，

手
動

操
作

に
よ

る
固

定
式

消
火

設
備

，
水

消
火

設
備

及
び

消
火

器
を

設
置

す
る

設
計

と
し

，
原

子
炉

の
高

温
停

止
及

び
低

温
停

止
を

達
成

し
，

維
持

す
る

た
め

に
必

要
な

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

が
設

置
さ

れ
る

火
災

区
域

又
は

火
災

区
画

並
び

に
放

射
性

物
質

の
貯

蔵
又

は
閉

じ
込

め
機

能
を

有
す

る
構

築
物

，
系

統
及

び
機

器
が

設
置

さ
れ

る
火

災
区

域
の

う
ち

，
火

災
発

生
時

に
安

全
機

能
へ

の
影

響
が

考
え

ら
れ

，
か

つ
煙

の
充

満
又

は
放

射
線

の
影

響
に

よ
り

消
火

活
動

が
困

難
な

と
こ

ろ
に

は
，

自
動

消
火

設
備

又
は

手
動

操
作

に
よ

る
固

定
式

消
火

設
備

を
設

置
す

る
設

計
と

す
る

。
(
3
)
　

火
災

の
影

響
軽

減
の

た
め

の
対

策
　

放
射

線
物

質
の

貯
蔵

又
は

閉
じ

込
め

機
能

を
有

す
る

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

が
設

置
さ

れ
る

火
災

区
域

に
つ

い
て

は
，

3
時

間
以

上
の

耐
火

能
力

を
有

す
る

耐
火

壁
（

耐
火

隔
壁

，
貫

通
部

シ
ー

ル
，

防
火

扉
，

防
火

ダ
ン

パ
等

）
に

よ
っ

て
隣

接
す

る
他

の
火

災
区

域
か

ら
分

離
さ

れ
た

設
計

と
す

る
。

第
8
条

　
適

合
の

た
め

の
設

計
方

針
　

圧
縮

減
容

装
置

を
含

む
固

体
廃

棄
物

処
理

系
は

，
火

災
に

よ
り

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
安

全
性

を
損

な
わ

な
い

よ
う

，
火

災
発

生
防

止
，

火
災

感
知

及
び

消
火

並
び

に
火

災
の

影
響

軽
減

の
措

置
を

講
じ

る
も

の
と

す
る

。
（

1
）

火
災

発
生

防
止

潤
滑

油
等

の
発

火
性

又
は

引
火

性
物

質
を

内
包

す
る

設
備

は
，

漏
え

い
を

防
止

す
る

設
計

と
す

る
。

万
一

，
潤

滑
油

等
が

漏
え

い
し

た
場

合
に

，
漏

え
い

の
拡

大
を

防
止

す
る

堰
等

を
設

け
る

設
計

と
す

る
。

　
電

気
系

統
に

つ
い

て
は

，
必

要
に

応
じ

て
過

電
流

継
電

器
等

の
保

護
装

置
と

遮
断

器
の

組
合

せ
等

に
よ

り
，

過
電

流
に

よ
る

過
熱

，
焼

損
の

防
止

を
図

る
と

と
も

に
，

必
要

な
電

気
設

備
に

接
地

を
施

す
設

計
と

す
る

。
　

圧
縮

減
容

装
置

は
，

落
雷

に
よ

り
火

災
が

発
生

す
る

可
能

性
を

低
減

す
る

た
め

，
建

築
基

準
法

に
基

づ
く

避
雷

設
備

が
設

け
ら

れ
た

固
体

廃
棄

物
作

業
建

屋
に

設
置

す
る

設
計

と
す

る
。

（
2
）

火
災

感
知

及
び

消
火

圧
縮

減
容

装
置

は
，

3
 
時

間
以

上
の

耐
火

能
力

を
有

す
る

耐
火

壁
（

耐
火

隔
壁

）
に

よ
っ

て
隣

接
す

る
他

の
火

災
区

域
か

ら
分

離
さ

れ
た

固
体

廃
棄

物
作

業
建

屋
に

設
置

す
る

こ
と

で
，

火
災

が
発

生
し

た
と

し
て

も
隣

接
す

る
安

全
機

能
を

有
す

る
構

築
物

，
系

統
及

び
機

器
が

延
焼

等
に

よ
る

火
災

の
影

響
を

受
け

る
お

そ
れ

は
な

い
こ

と
か

ら
，

火
災

の
感

知
と

し
て

，
消

防
法

又
は

建
築

基
準

法
に

基
づ

き
，

火
災

感
知

器
を

設
置

し
，

中
央

制
御

室
の

受
信

機
で

監
視

す
る

と
と

も
に

，
消

火
設

備
と

し
て

，
消

火
器

及
び

屋
内

消
火

栓
を

設
置

す
る

設
計

と
す

る
。

　
（

3
）

火
災

の
影

響
軽

減
の

た
め

の
対

策
　

圧
縮

減
容

装
置

は
，

3
 
時

間
以

上
の

耐
火

能
力

を
有

す
る

耐
火

壁
（

耐
火

隔
壁

）
に

よ
っ

て
隣

接
す

る
他

の
火

災
区

域
か

ら
分

離
さ

れ
た

固
体

廃
棄

物
作

業
建

屋
内

に
設

置
す

る
設

計
と

す
る

。

既
許

可
相

当
の

内
容

を
記

載
済

東
海

第
二

発
電

所
　

圧
縮

減
容

装
置

に
係

る
原

子
炉

設
置

変
更

許
可

申
請

と
既

許
可

の
関

係
に

つ
い

て

対
象

条
文

：
第

八
条

　
火

災
に

よ
る

損
傷

の
防

止

（
１

）
既

許
可

引
用

箇
所

（
３
）
備

考

6



（
２

）
申

請
書

等
の

記
載

ペ
ー

ジ
圧

縮
減

容
装

置
に

係
る

設
計

方
針

内
容

申
請

書
，

審
査

資
料

[
C
V
R
D
-
1
-
0
0
1
]
別

添
１

東
海

第
二

発
電

所
　

圧
縮

減
容

装
置

に
係

る
原

子
炉

設
置

変
更

許
可

申
請

と
既

許
可

の
関

係
に

つ
い

て

対
象

条
文

：
第

八
条

　
火

災
に

よ
る

損
傷

の
防

止

（
１

）
既

許
可

引
用

箇
所

（
３
）
備

考

8
条

-
1
3

(
1
)
　

火
災

区
域

及
び

火
災

区
画

の
設

定
　

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
，

原
子

炉
建

屋
付

属
棟

，
原

子
炉

建
屋

廃
棄

物
処

理
棟

，
タ

ー
ビ

ン
建

屋
，

廃
棄

物
処

理
建

屋
，

使
用

済
燃

料
乾

式
貯

蔵
建

屋
，

固
体

廃
棄

物
作

業
建

屋
，

固
体

廃
棄

物
貯

蔵
庫

Ａ
，

固
体

廃
棄

物
貯

蔵
庫

Ｂ
及

び
給

水
加

熱
器

保
管

庫
の

建
屋

内
の

火
災

区
域

は
，

耐
火

壁
に

囲
ま

れ
，

他
の

区
域

と
分

離
さ

れ
て

い
る

区
域

を
，

「
(
2
)
安

全
機

能
を

有
す

る
構

築
物

，
系

統
及

び
機

器
」

に
お

い
て

選
定

す
る

機
器

の
配

置
も

考
慮

し
，

火
災

区
域

と
し

て
設

定
す

る
。

　
火

災
の

影
響

軽
減

の
対

策
が

必
要

な
，

原
子

炉
の

高
温

停
止

及
び

低
温

停
止

を
達

成
し

，
維

持
す

る
た

め
の

安
全

機
能

を
有

す
る

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

並
び

に
放

射
性

物
質

の
貯

蔵
又

は
閉

じ
込

め
機

能
を

有
す

る
構

築
物

，
系

統
及

び
機

器
を

設
置

す
る

火
災

区
域

は
，

3
時

間
以

上
の

耐
火

能
力

を
有

す
る

耐
火

壁
と

し
て

，
3
時

間
耐

火
に

設
計

上
必

要
な

コ
ン

ク
リ

ー
ト

壁
厚

で
あ

る
1
5
0
m
m
以

上
の

壁
厚

を
有

す
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

壁
や

火
災

耐
久

試
験

に
よ

り
3
時

間
以

上
の

耐
火

能
力

を
有

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
耐

火
壁

（
耐

火
隔

壁
，

貫
通

部
シ

ー
ル

，
防

火
扉

，
防

火
ダ

ン
パ

等
）

に
よ

り
隣

接
す

る
他

の
火

災
区

域
と

分
離

す
る

よ
う

に
設

定
す

る
。

　
ま

た
，

屋
外

の
火

災
区

域
は

，
他

の
区

域
と

分
離

し
て

火
災

防
護

対
策

を
実

施
す

る
た

め
に

，
「

(
2
)
安

全
機

能
を

有
す

る
構

築
物

，
系

統
及

び
機

器
」

に
お

い
て

選
定

す
る

機
器

を
設

置
す

る
区

域
を

，
火

災
区

域
と

し
て

設
定

す
る

。
　

ま
た

，
火

災
区

画
は

，
建

屋
内

及
び

屋
外

で
設

定
し

た
火

災
区

域
を

系
統

分
離

等
，

機
器

の
配

置
状

況
に

応
じ

て
分

割
し

て
設

定
す

る
。

－

記
載

し
な

い
（

下
線

部
は

，
火

災
区

域
の

設
計

方
針

に
係

る
記

載
で

あ
る

が
，

圧
縮

減
容

装
置

の
設

置
に

よ
る

設
計

変
更

は
な

い
た

め
記

載
不

要
。

）

8
条

-
1
4

　
そ

の
他

の
設

計
基

準
対

象
施

設
は

，
消

防
法

，
建

築
基

準
法

，
日

本
電

気
協

会
電

気
技

術
規

程
・

指
針

に
基

づ
き

設
備

に
応

じ
た

火
災

防
護

対
策

を
講

じ
る

設
計

と
す

る
。

　
圧

縮
減

容
装

置
は

，
3
 
時

間
以

上
の

耐
火

能
力

を
有

す
る

耐
火

壁
（

耐
火

隔
壁

）
に

よ
っ

て
隣

接
す

る
他

の
火

災
区

域
か

ら
分

離
さ

れ
た

固
体

廃
棄

物
作

業
建

屋
に

設
置

す
る

こ
と

で
，

火
災

が
発

生
し

た
と

し
て

も
隣

接
す

る
安

全
機

能
を

有
す

る
構

築
物

，
系

統
及

び
機

器
が

延
焼

等
に

よ
る

火
災

の
影

響
を

受
け

る
お

そ
れ

は
な

い
こ

と
か

ら
，

火
災

の
感

知
と

し
て

，
消

防
法

又
は

建
築

基
準

法
に

基
づ

き
，

火
災

感
知

器
を

設
置

し
，

中
央

制
御

室
の

受
信

機
で

監
視

す
る

と
と

も
に

，
消

火
設

備
と

し
て

，
消

火
器

及
び

屋
内

消
火

栓
を

設
置

す
る

設
計

と
す

る
。

既
許

可
相

当
の

内
容

を
記

載
済

8
条

-
1
8

　
火

災
区

域
内

に
設

置
す

る
発

火
性

又
は

引
火

性
物

質
で

あ
る

潤
滑

油
又

は
燃

料
油

を
内

包
す

る
設

備
は

，
溶

接
構

造
，

シ
ー

ル
構

造
の

採
用

に
よ

る
漏

え
い

の
防

止
対

策
を

講
じ

る
と

と
も

に
，

堰
等

を
設

置
し

，
漏

え
い

し
た

潤
滑

油
又

は
燃

料
油

が
拡

大
す

る
こ

と
を

防
止

す
る

設
計

と
す

る
。

第
8
条

　
適

合
の

た
め

の
設

計
方

針
　

潤
滑

油
等

の
発

火
性

又
は

引
火

性
物

質
を

内
包

す
る

設
備

は
，

漏
え

い
を

防
止

す
る

設
計

と
す

る
。

万
一

，
潤

滑
油

等
が

漏
え

い
し

た
場

合
に

，
漏

え
い

の
拡

大
を

防
止

す
る

堰
等

を
設

け
る

設
計

と
す

る
。

既
許

可
相

当
の

内
容

を
記

載
済

8
条

-
1
8

　
火

災
区

域
内

に
設

置
す

る
発

火
性

又
は

引
火

性
物

質
で

あ
る

潤
滑

油
又

は
燃

料
油

を
内

包
す

る
設

備
の

火
災

に
よ

り
，

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
安

全
機

能
を

損
な

わ
な

い
よ

う
，

発
火

性
又

は
引

火
性

物
質

で
あ

る
潤

滑
油

又
は

燃
料

油
を

内
包

す
る

設
備

と
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

安
全

機
能

を
有

す
る

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

は
，

壁
等

の
設

置
及

び
離

隔
に

よ
る

配
置

上
の

考
慮

を
行

う
設

計
と

す
る

。

－

記
載

し
な

い
（

固
体

廃
棄

物
作

業
建

屋
内

に
火

災
防

護
対

策
が

必
要

と
な

る
安

全
機

能
を

有
す

る
構

築
物

，
系

統
及

び
機

器
が

存
在

し
な

い
た

め
記

載
不

要
。

）

8
条

-
1
9

　
発

火
性

又
は

引
火

性
物

質
で

あ
る

潤
滑

油
又

は
燃

料
油

を
内

包
す

る
設

備
を

設
置

す
る

火
災

区
域

を
有

す
る

建
屋

等
は

，
火

災
の

発
生

を
防

止
す

る
た

め
に

，
原

子
炉

建
屋

及
び

タ
ー

ビ
ン

建
屋

送
風

機
・

排
風

機
等

空
調

機
器

に
よ

る
機

械
換

気
を

行
う

設
計

と
す

る
。

－

記
載

し
な

い
（

下
線

部
は

，
空

調
機

器
に

よ
る

建
屋

の
機

械
換

気
設

計
に

係
る

記
載

で
あ

る
が

，
圧

縮
減

容
装

置
の

設
置

に
よ

る
設

計
変

更
は

な
い

た
め

記
載

不
要

。
）

7



（
２

）
申

請
書

等
の

記
載

ペ
ー

ジ
圧

縮
減

容
装

置
に

係
る

設
計

方
針

内
容

申
請

書
，

審
査

資
料

[
C
V
R
D
-
1
-
0
0
1
]
別

添
１

東
海

第
二

発
電

所
　

圧
縮

減
容

装
置

に
係

る
原

子
炉

設
置

変
更

許
可

申
請

と
既

許
可

の
関

係
に

つ
い

て

対
象

条
文

：
第

八
条

　
火

災
に

よ
る

損
傷

の
防

止

（
１

）
既

許
可

引
用

箇
所

（
３
）
備

考

8
条

-
2
1
,
2
2

　
火

災
区

域
内

に
設

置
す

る
発

火
性

又
は

引
火

性
物

質
で

あ
る

潤
滑

油
又

は
燃

料
油

を
内

包
す

る
設

備
は

，
「

1
.
5
.
1
.
2
.
1
(
1
)
ａ

．
漏

え
い

の
防

止
，

拡
大

防
止

」
に

示
す

よ
う

に
，

溶
接

構
造

，
シ

ー
ル

構
造

の
採

用
に

よ
る

潤
滑

油
又

は
燃

料
油

の
漏

え
い

防
止

対
策

を
講

じ
る

設
計

と
す

る
と

と
も

に
，

万
一

，
漏

え
い

し
た

場
合

を
考

慮
し

堰
等

を
設

置
す

る
こ

と
で

，
漏

え
い

し
た

潤
滑

油
又

は
燃

料
油

が
拡

大
す

る
こ

と
を

防
止

す
る

設
計

と
す

る
。

　
な

お
，

潤
滑

油
又

は
燃

料
油

が
設

備
の

外
部

へ
漏

え
い

し
て

も
，

引
火

点
は

発
火

性
又

は
引

火
性

物
質

で
あ

る
潤

滑
油

又
は

燃
料

油
を

内
包

す
る

設
備

を
設

置
す

る
室

内
温

度
よ

り
も

十
分

高
く

，
機

器
運

転
時

の
温

度
よ

り
も

高
い

た
め

，
可

燃
性

の
蒸

気
と

な
る

こ
と

は
な

い
。

　
以

上
の

設
計

に
よ

り
，

「
電

気
設

備
に

関
す

る
技

術
基

準
を

定
め

る
省

令
」

第
六

十
九

条
及

び
「

工
場

電
気

設
備

防
爆

指
針

」
で

要
求

さ
れ

る
爆

発
性

雰
囲

気
と

は
な

ら
な

い
た

め
，

当
該

の
設

備
を

設
け

る
火

災
区

域
又

は
火

災
区

画
に

設
置

す
る

電
気

・
計

装
品

を
防

爆
型

と
せ

ず
，

防
爆

を
目

的
と

し
た

電
気

設
備

の
接

地
も

必
要

と
し

な
い

設
計

と
す

る
。

　
な

お
，

電
気

設
備

の
必

要
な

箇
所

に
は

，
「

原
子

力
発

電
工

作
物

に
係

る
電

気
設

備
に

関
す

る
技

術
基

準
を

定
め

る
命

令
」

第
十

条
，

第
十

一
条

に
基

づ
く

接
地

を
施

す
設

計
と

す
る

。

第
8
条

　
適

合
の

た
め

の
設

計
方

針
　

潤
滑

油
等

の
発

火
性

又
は

引
火

性
物

質
を

内
包

す
る

設
備

は
，

漏
え

い
を

防
止

す
る

設
計

と
す

る
。

万
一

，
潤

滑
油

等
が

漏
え

い
し

た
場

合
に

，
漏

え
い

の
拡

大
を

防
止

す
る

堰
等

を
設

け
る

設
計

と
す

る
。

　
電

気
系

統
に

つ
い

て
は

，
必

要
に

応
じ

て
過

電
流

継
電

器
等

の
保

護
装

置
と

遮
断

器
の

組
合

せ
等

に
よ

り
，

過
電

流
に

よ
る

過
熱

，
焼

損
の

防
止

を
図

る
と

と
も

に
，

必
要

な
電

気
設

備
に

接
地

を
施

す
設

計
と

す
る

。
第

１
項

に
係

る
記

載
を

，
以

下
の

下
線

部
の

と
お

り
変

更
す

る
（

中
略

）
　

電
気

系
統

に
つ

い
て

は
，

必
要

に
応

じ
て

過
電

流
継

電
器

等
の

保
護

装
置

と
遮

断
器

の
組

合
せ

等
に

よ
り

，
過

電
流

に
よ

る
過

熱
，

焼
損

の
防

止
を

図
る

と
と

も
に

，
必

要
な

電
気

設
備

に
接

地
を

施
す

設
計

と
す

る
。

な
お

，
防

爆
を

目
的

と
し

た
電

気
設

備
の

接
地

は
必

要
と

し
な

い
設

計
と

す
る

。

記
載

し
な

い
（

接
地

を
施

す
設

計
に

つ
い

て
は

記
載

済
。

）

8
条

-
2
6

(
6
)
　

過
電

流
に

よ
る

過
熱

防
止

対
策

　
発

電
用

原
子

炉
施

設
内

の
電

気
系

統
の

過
電

流
に

よ
る

過
熱

の
防

止
対

策
は

，
以

下
の

設
計

と
す

る
。

　
電

気
系

統
は

，
送

電
線

へ
の

落
雷

等
外

部
か

ら
の

影
響

や
，

地
絡

，
短

絡
等

に
起

因
す

る
過

電
流

に
よ

る
過

熱
や

焼
損

を
防

止
す

る
た

め
に

，
保

護
継

電
器

，
遮

断
器

に
よ

り
，

故
障

回
路

を
早

期
に

遮
断

す
る

設
計

と
す

る
。

第
8
条

　
適

合
の

た
め

の
設

計
方

針
　

電
気

系
統

に
つ

い
て

は
，

必
要

に
応

じ
て

過
電

流
継

電
器

等
の

保
護

装
置

と
遮

断
器

の
組

合
せ

等
に

よ
り

，
過

電
流

に
よ

る
過

熱
，

焼
損

の
防

止
を

図
る

と
と

も
に

，
必

要
な

電
気

設
備

に
接

地
を

施
す

設
計

と
す

る
。

既
許

可
相

当
の

内
容

を
記

載
済

8
条

-
3
3
～

3
5

(
1
)
　

落
雷

に
よ

る
火

災
の

発
生

防
止

発
電

用
原

子
炉

施
設

内
の

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

は
，

落
雷

に
よ

る
火

災
発

生
を

防
止

す
る

た
め

，
地

盤
面

か
ら

高
さ

2
0
m
を

超
え

る
構

築
物

に
は

，
建

築
基

準
法

に
基

づ
き

「
J
I
S
 
A
 
4
2
0
1
建

築
物

等
の

避
雷

設
備

（
避

雷
針

）
（

1
9
9
2
年

度
版

）
」

又
は

「
J
I
S
 
A
 
4
2
0
1
建

築
物

等
の

雷
保

護
（

2
0
0
3
年

度
版

）
」

に
準

拠
し

た
避

雷
設

備
の

設
置

及
び

接
地

網
の

敷
設

を
行

う
設

計
と

す
る

。
送

電
線

に
つ

い
て

は
，

架
空

地
線

を
設

置
す

る
設

計
と

す
る

と
と

も
に

，
「

1
.
5
.
1
.
2
.
1
(
6
)
 
過

電
流

に
よ

る
過

熱
防

止
対

策
」

に
示

す
と

お
り

，
故

障
回

路
を

早
期

に
遮

断
す

る
設

計
と

す
る

。
【

避
雷

設
備

設
置

箇
所

】
・

タ
ー

ビ
ン

建
屋

・
排

気
筒

・
廃

棄
物

処
理

建
屋

・
使

用
済

燃
料

乾
式

貯
蔵

建
屋

・
固

体
廃

棄
物

作
業

建
屋

第
8
条

　
適

合
の

た
め

の
設

計
方

針
　

電
気

系
統

に
つ

い
て

は
，

必
要

に
応

じ
て

過
電

流
継

電
器

等
の

保
護

装
置

と
遮

断
器

の
組

合
せ

等
に

よ
り

，
過

電
流

に
よ

る
過

熱
，

焼
損

の
防

止
を

図
る

と
と

も
に

，
必

要
な

電
気

設
備

に
接

地
を

施
す

設
計

と
す

る
。

 
圧

縮
減

容
装

置
は

，
落

雷
に

よ
り

火
災

が
発

生
す

る
可

能
性

を
低

減
す

る
た

め
，

建
築

基
準

法
に

基
づ

く
避

雷
設

備
が

設
け

ら
れ

た
固

体
廃

棄
物

作
業

建
屋

に
設

置
す

る
設

計
と

す
る

。

記
載

し
な

い
（

避
雷

設
備

の
設

置
及

び
接

地
を

行
う

設
計

に
つ

い
て

は
記

載
済

。
下

線
部

で
は

，
建

築
基

準
法

に
基

づ
く

詳
細

な
規

格
を

記
載

し
て

い
る

が
，

建
築

基
準

法
に

基
づ

く
旨

は
記

載
し

て
い

る
た

め
記

載
不

要
。

）

8



（
２

）
申

請
書

等
の

記
載

ペ
ー

ジ
圧

縮
減

容
装

置
に

係
る

設
計

方
針

内
容

申
請

書
，

審
査

資
料

[
C
V
R
D
-
1
-
0
0
1
]
別

添
１

東
海

第
二

発
電

所
　

圧
縮

減
容

装
置

に
係

る
原

子
炉

設
置

変
更

許
可

申
請

と
既

許
可

の
関

係
に

つ
い

て

対
象

条
文

：
第

八
条

　
火

災
に

よ
る

損
傷

の
防

止

（
１

）
既

許
可

引
用

箇
所

（
３
）
備

考

8
条

-
4
3

放
射

性
物

質
の

貯
蔵

又
は

閉
じ

込
め

機
能

を
有

す
る

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

を
設

置
す

る
火

災
区

域
は

，
3
時

間
以

上
の

耐
火

能
力

を
有

す
る

耐
火

壁
と

し
て

，
3
時

間
耐

火
に

設
計

上
必

要
な

1
5
0
m
m
以

上
の

壁
厚

を
有

す
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

耐
火

壁
や

火
災

耐
久

試
験

に
よ

り
3
時

間
以

上
の

耐
火

能
力

を
有

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
耐

火
壁

（
耐

火
隔

壁
，

貫
通

部
シ

ー
ル

，
防

火
扉

，
防

火
ダ

ン
パ

等
）

に
よ

っ
て

，
他

の
火

災
区

域
と

分
離

す
る

設
計

と
す

る

第
8
条

　
適

合
の

た
め

の
設

計
方

針
 
圧

縮
減

容
装

置
は

，
3
 
時

間
以

上
の

耐
火

能
力

を
有

す
る

耐
火

壁
（

耐
火

隔
壁

）
に

よ
っ

て
隣

接
す

る
他

の
火

災
区

域
か

ら
分

離
さ

れ
た

固
体

廃
棄

物
作

業
建

屋
内

に
設

置
す

る
設

計
と

す
る

。

記
載

し
な

い
（

貫
通

部
シ

ー
ル

等
は

存
在

し
な

い
た

め
。

）

8
条

-
4
8
,
4
9

 
(
7
)
放

射
性

廃
棄

物
処

理
設

備
及

び
放

射
性

廃
棄

物
貯

蔵
設

備
放

射
性

廃
棄

物
処

理
設

備
及

び
放

射
性

廃
棄

物
貯

蔵
設

備
は

，
以

下
の

と
お

り
設

計
す

る
。

・
放

射
性

廃
棄

物
処

理
設

備
及

び
放

射
性

廃
棄

物
貯

蔵
設

備
を

設
置

す
る

火
災

区
域

の
管

理
区

域
用

換
気

設
備

は
，

環
境

へ
の

放
射

性
物

質
の

放
出

を
防

ぐ
目

的
で

フ
ィ

ル
タ

を
通

し
て

排
気

筒
へ

排
気

す
る

設
計

と
す

る
。

ま
た

，
こ

れ
ら

の
換

気
設

備
は

，
放

射
性

物
質

の
放

出
を

防
ぐ

た
め

に
，

空
調

を
停

止
し

，
風

量
調

整
ダ

ン
パ

を
閉

止
し

，
隔

離
で

き
る

設
計

と
す

る
。

・
放

水
し

た
消

火
用

水
の

溜
ま

り
水

は
，

建
屋

内
排

水
系

に
よ

り
液

体
放

射
性

廃
棄

物
処

理
設

備
に

回
収

で
き

る
設

計
と

す
る

。
・

放
射

性
物

質
を

含
ん

だ
使

用
済

イ
オ

ン
交

換
樹

脂
及

び
濃

縮
廃

液
は

，
固

体
廃

棄
物

と
し

て
処

理
を

行
う

ま
で

の
間

は
，

金
属

容
器

に
収

納
し

保
管

す
る

設
計

と
す

る
。

・
放

射
性

物
質

を
含

ん
だ

チ
ャ

コ
ー

ル
フ

ィ
ル

タ
は

，
固

体
廃

棄
物

と
し

て
処

理
す

る
ま

で
の

間
，

金
属

容
器

に
収

納
し

保
管

す
る

設
計

と
す

る
。

・
放

射
性

物
質

を
含

ん
だ

H
E
P
A
 
フ

ィ
ル

タ
は

，
固

体
廃

棄
物

と
し

て
処

理
す

る
ま

で
の

間
，

不
燃

シ
ー

ト
に

包
ん

で
保

管
す

る
設

計
と

す
る

。
・

放
射

性
廃

棄
物

処
理

設
備

及
び

放
射

性
廃

棄
物

貯
蔵

設
備

に
お

い
て

，
冷

却
が

必
要

な
崩

壊
熱

が
発

生
し

，
火

災
事

象
に

至
る

よ
う

な
放

射
性

廃
棄

物
を

貯
蔵

し
な

い
設

計
と

す
る

。

－

記
載

し
な

い
（

下
線

部
は

，
固

体
廃

棄
物

作
業

建
屋

を
含

む
放

射
性

廃
棄

物
処

理
設

備
及

び
放

射
性

廃
棄

物
貯

蔵
設

備
の

設
計

方
針

に
係

る
記

載
で

あ
る

が
，

圧
縮

減
容

装
置

の
設

置
に

よ
る

設
計

変
更

は
な

い
た

め
記

載
不

要
。

）

9



（
２

）
申

請
書

等
の

記
載

ペ
ー

ジ
圧

縮
減

容
装

置
に

係
る

設
計

方
針

内
容

申
請

書
，

審
査

資
料

[
C
V
R
D
-
1
-
0
0
1
]
別

添
１

第
9
条

－
1
2
～

1
3

　
な

お
，

上
記

に
含

ま
れ

な
い

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

は
，

溢
水

に
よ

り
損

傷
し

た
場

合
で

あ
っ

て
も

，
代

替
手

段
が

あ
る

こ
と

等
に

よ
り

安
全

機
能

は
損

な
わ

れ
な

い
。

第
9
条

　
適

合
の

た
め

の
設

計
方

針
　

圧
縮

減
容

装
置

を
含

む
固

体
廃

棄
物

処
理

系
は

，
発

電
用

原
子

炉
施

設
内

に
お

け
る

溢
水

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
も

，
安

全
機

能
を

損
な

わ
な

い
設

計
と

す
る

。

記
載

し
な

い
（

安
全

機
能

を
損

な
わ

な
い

設
計

と
す

る
旨

は
記

載
済

。
）

東
海

第
二

発
電

所
　

圧
縮

減
容

装
置

に
係

る
原

子
炉

設
置

変
更

許
可

申
請

と
既

許
可

の
関

係
に

つ
い

て

対
象

条
文

：
第

九
条

　
溢

水
に

よ
る

損
傷

の
防

止
等

（
１

）
既

許
可

引
用

箇
所

（
３
）
備

考

10



（
２

）
申

請
書

等
の

記
載

ペ
ー

ジ
圧

縮
減

容
装

置
に

係
る

設
計

方
針

内
容

申
請

書
，

審
査

資
料

[
C
V
R
D
-
1
-
0
0
1
]
別

添
１

第
1
0
条

－
5

適
合

の
た

め
の

設
計

方
針

第
１

項
に

つ
い

て
　

運
転

員
の

誤
操

作
を

防
止

す
る

た
め

，
盤

の
配

置
，

操
作

器
具

等
の

操
作

性
に

留
意

す
る

と
と

も
に

，
状

態
表

示
及

び
警

報
表

示
に

よ
り

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
が

正
確

，
か

つ
迅

速
に

把
握

で
き

る
設

計
と

す
る

。
ま

た
，

保
守

点
検

に
お

い
て

誤
り

が
生

じ
に

く
い

よ
う

留
意

し
た

設
計

と
す

る
。

第
1
0
条

　
適

合
の

た
め

の
設

計
方

針
第

1
項

に
つ

い
て

　
圧

縮
減

容
装

置
は

，
作

業
員

の
誤

操
作

を
防

止
す

る
た

め
，

盤
の

配
置

，
操

作
器

具
等

の
操

作
性

に
留

意
す

る
と

と
も

に
，

状
態

表
示

及
び

警
報

表
示

に
よ

り
圧

縮
減

容
装

置
の

状
態

が
正

確
，

か
つ

迅
速

に
把

握
で

き
る

設
計

と
す

る
。

ま
た

，
保

守
点

検
に

お
い

て
誤

り
が

生
じ

に
く

い
よ

う
留

意
し

た
設

計
と

す
る

。

既
許

可
相

当
の

内
容

を
記

載
済

第
1
0
条

－
6

　
当

該
操

作
が

必
要

と
な

る
理

由
と

な
っ

た
事

象
が

有
意

な
可

能
性

を
も

っ
て

同
時

に
も

た
ら

さ
れ

る
環

境
条

件
及

び
発

電
用

原
子

炉
施

設
で

有
意

な
可

能
性

を
も

っ
て

同
時

に
も

た
ら

さ
れ

る
環

境
条

件
（

地
震

，
内

部
火

災
，

内
部

溢
水

，
外

部
電

源
喪

失
並

び
に

ば
い

煙
，

有
毒

ガ
ス

，
降

下
火

砕
物

及
び

凍
結

に
よ

る
操

作
雰

囲
気

の
悪

化
）

を
想

定
し

て
も

，
運

転
員

が
運

転
時

の
異

常
な

過
渡

変
化

及
び

設
計

基
準

事
故

に
対

応
す

る
た

め
の

設
備

を
中

央
制

御
室

に
お

い
て

容
易

に
操

作
す

る
こ

と
が

で
き

る
設

計
と

す
る

と
と

も
に

，
現

場
操

作
に

つ
い

て
も

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
及

び
設

計
基

準
事

故
時

に
操

作
が

必
要

な
箇

所
は

環
境

条
件

を
想

定
し

，
適

切
な

対
応

を
行

う
こ

と
に

よ
り

容
易

に
操

作
す

る
こ

と
が

で
き

る
設

計
と

す
る

。

第
2
項

に
つ

い
て

　
圧

縮
減

容
装

置
は

，
当

該
操

作
が

必
要

と
な

る
理

由
と

な
っ

た
事

象
が

有
意

な
可

能
性

を
も

っ
て

同
時

に
も

た
ら

さ
れ

る
環

境
条

件
及

び
発

電
用

原
子

炉
施

設
で

有
意

な
可

能
性

を
も

っ
て

同
時

に
も

た
ら

さ
れ

る
環

境
条

件
（

地
震

，
内

部
火

災
，

内
部

溢
水

，
ば

い
煙

，
有

毒
ガ

ス
，

降
下

火
砕

物
及

び
凍

結
に

よ
る

操
作

雰
囲

気
の

悪
化

）
を

想
定

し
て

も
，

容
易

に
操

作
す

る
こ

と
が

で
き

る
設

計
と

す
る

。

記
載

し
な

い
（

下
線

部
は

，
運

転
時

の
異

常
な

過
渡

変
化

時
等

に
対

応
す

る
た

め
の

設
備

に
係

る
記

載
で

あ
り

，
圧

縮
減

容
装

置
は

該
当

し
な

い
た

め
。

）

東
海

第
二

発
電

所
　

圧
縮

減
容

装
置

に
係

る
原

子
炉

設
置

変
更

許
可

申
請

と
既

許
可

の
関

係
に

つ
い

て

対
象

条
文

：
第

十
条

　
誤

操
作

の
防

止

（
１

）
既

許
可

引
用

箇
所

（
３
）
備

考

11



（
２

）
申

請
書

等
の

記
載

ペ
ー

ジ
圧

縮
減

容
装

置
に

係
る

設
計

方
針

内
容

申
請

書
，

審
査

資
料

[
C
V
R
D
-
1
-
0
0
1
]
別

添
１

対
象

条
文

：
第

十
条

　
誤

操
作

の
防

止

（
１

）
既

許
可

引
用

箇
所

（
３
）
備

考

第
1
0
条

－
6
～

7
想

定
さ

れ
る

環
境

条
件

と
そ

の
措

置
は

次
の

と
お

り
。

（
地

震
）

中
央

制
御

室
及

び
制

御
盤

は
，

耐
震

Ｓ
ク

ラ
ス

の
原

子
炉

建
屋

付
属

棟
内

に
設

置
し

，
基

準
地

震
動

に
よ

る
地

震
力

に
対

し
必

要
と

な
る

機
能

が
喪

失
し

な
い

設
計

と
す

る
。

ま
た

，
制

御
盤

は
床

等
に

固
定

す
る

こ
と

に
よ

り
，

地
震

発
生

時
に

お
い

て
も

運
転

操
作

に
影

響
を

与
え

な
い

設
計

と
す

る
。

さ
ら

に
，

制
御

盤
に

手
摺

を
設

置
す

る
と

と
も

に
天

井
照

明
設

備
に

は
落

下
防

止
措

置
を

講
じ

る
こ

と
に

よ
り

，
地

震
発

生
時

に
お

け
る

運
転

員
の

安
全

確
保

及
び

制
御

盤
上

の
操

作
器

具
へ

の
誤

接
触

を
防

止
で

き
る

設
計

と
す

る
。

現
場

操
作

に
つ

い
て

は
，

操
作

対
象

設
備

が
耐

震
Ｓ

ク
ラ

ス
の

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
及

び
原

子
炉

建
屋

付
属

棟
内

に
設

置
さ

れ
て

お
り

，
基

準
地

震
動

に
よ

る
地

震
力

に
対

し
て

機
能

喪
失

し
な

い
設

計
と

す
る

。

第
2
項

に
つ

い
て

　
圧

縮
減

容
装

置
は

，
当

該
操

作
が

必
要

と
な

る
理

由
と

な
っ

た
事

象
が

有
意

な
可

能
性

を
も

っ
て

同
時

に
も

た
ら

さ
れ

る
環

境
条

件
及

び
発

電
用

原
子

炉
施

設
で

有
意

な
可

能
性

を
も

っ
て

同
時

に
も

た
ら

さ
れ

る
環

境
条

件
（

地
震

，
内

部
火

災
，

内
部

溢
水

，
ば

い
煙

，
有

毒
ガ

ス
，

降
下

火
砕

物
及

び
凍

結
に

よ
る

操
作

雰
囲

気
の

悪
化

）
を

想
定

し
て

も
，

容
易

に
操

作
す

る
こ

と
が

で
き

る
設

計
と

す
る

。

記
載

し
な

い
（

環
境

条
件

と
し

て
考

慮
す

る
各

項
目

は
記

載
済

。
）

第
1
0
条

－
7

（
内

部
火

災
）

中
央

制
御

室
に

粉
末

消
火

器
又

は
二

酸
化

炭
素

消
火

器
を

設
置

す
る

と
と

も
に

，
常

駐
す

る
運

転
員

に
よ

っ
て

火
災

感
知

器
及

び
火

災
報

知
設

備
に

よ
る

早
期

の
火

災
感

知
を

可
能

と
し

，
火

災
が

発
生

し
た

場
合

の
運

転
員

の
対

応
を

社
内

規
程

類
に

定
め

，
運

転
員

に
よ

る
速

や
か

な
消

火
を

行
う

こ
と

で
運

転
操

作
に

影
響

を
与

え
ず

容
易

に
操

作
が

で
き

る
設

計
と

す
る

。
ま

た
，

中
央

制
御

室
床

下
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ピ

ッ
ト

内
に

ハ
ロ

ゲ
ン

化
物

自
動

消
火

設
備

（
局

所
）

を
設

置
す

る
と

と
も

に
，

火
災

が
発

生
し

た
場

合
に

は
高

感
度

煙
感

知
器

や
中

央
制

御
室

の
火

災
感

知
器

に
よ

り
感

知
し

，
運

転
員

に
よ

る
速

や
か

な
消

火
を

行
う

こ
と

で
，

運
転

操
作

に
影

響
を

与
え

ず
容

易
に

操
作

が
で

き
る

設
計

と
す

る
。

現
場

操
作

が
必

要
と

な
る

対
象

設
備

は
，

「
1
.
5
.
1
 
設

計
基

準
対

象
施

設
の

火
災

防
護

に
関

す
る

基
本

方
針

」
に

よ
る

設
計

と
す

る
こ

と
で

，
火

災
発

生
防

止
，

火
災

感
知

及
び

消
火

並
び

に
火

災
の

影
響

軽
減

の
措

置
を

講
じ

，
容

易
に

操
作

で
き

る
設

計
と

す
る

。

12



（
２

）
申

請
書

等
の

記
載

ペ
ー

ジ
圧

縮
減

容
装

置
に

係
る

設
計

方
針

内
容

申
請

書
，

審
査

資
料

[
C
V
R
D
-
1
-
0
0
1
]
別

添
１

対
象

条
文

：
第

十
条

　
誤

操
作

の
防

止

（
１

）
既

許
可

引
用

箇
所

（
３
）
備

考

第
1
0
条

－
7
～

8
（

内
部

溢
水

）
中

央
制

御
室

内
に

は
溢

水
源

と
な

る
機

器
を

設
け

な
い

設
計

と
す

る
。

ま
た

，
火

災
が

発
生

し
た

と
し

て
も

，
運

転
員

が
火

災
状

況
を

確
認

し
，

粉
末

消
火

器
又

は
二

酸
化

炭
素

消
火

器
に

て
初

期
消

火
を

行
う

こ
と

で
，

消
火

水
に

よ
る

溢
水

に
よ

り
運

転
操

作
に

影
響

を
与

え
ず

容
易

に
操

作
が

で
き

る
設

計
と

す
る

。
現

場
操

作
が

必
要

と
な

る
対

象
設

備
は

，
「

1
.
6
 
溢

水
防

護
に

関
す

る
基

本
方

針
」

に
よ

る
設

計
と

す
る

こ
と

で
，

溢
水

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
も

安
全

機
能

を
損

な
わ

ず
，

容
易

に
操

作
で

き
る

設
計

と
す

る
。

第
1
0
条

－
8

（
外

部
電

源
喪

失
）

中
央

制
御

室
に

お
け

る
運

転
操

作
に

必
要

な
照

明
は

，
地

震
，

竜
巻

・
風

（
台

風
）

，
積

雪
，

落
雷

，
外

部
火

災
（

森
林

火
災

）
及

び
降

下
火

砕
物

に
伴

い
外

部
電

源
が

喪
失

し
た

場
合

に
は

，
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

が
起

動
す

る
こ

と
に

よ
り

，
操

作
に

必
要

な
照

明
用

電
源

を
確

保
し

，
容

易
に

操
作

が
で

き
る

設
計

と
す

る
。

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
時

か
ら

重
大

事
故

等
に

対
処

す
る

た
め

に
必

要
な

電
力

の
供

給
が

交
流

動
力

電
源

設
備

か
ら

開
始

さ
れ

る
ま

で
の

間
に

お
い

て
も

操
作

で
き

る
よ

う
に

，
直

流
非

常
灯

及
び

蓄
電

池
内

蔵
型

照
明

を
設

置
す

る
こ

と
に

よ
り

，
容

易
に

操
作

が
で

き
る

設
計

と
す

る
。

現
場

操
作

が
必

要
と

な
る

対
象

設
備

は
，

「
1
0
.
1
1
 
安

全
避

難
通

路
等

」
に

よ
る

設
計

と
す

る
こ

と
で

必
要

な
照

明
を

確
保

し
，

容
易

に
操

作
で

き
る

設
計

と
す

る
。

13



（
２

）
申

請
書

等
の

記
載

ペ
ー

ジ
圧

縮
減

容
装

置
に

係
る

設
計

方
針

内
容

申
請

書
，

審
査

資
料

[
C
V
R
D
-
1
-
0
0
1
]
別

添
１

対
象

条
文

：
第

十
条

　
誤

操
作

の
防

止

（
１

）
既

許
可

引
用

箇
所

（
３
）
備

考

第
1
0
条

－
8

（
ば

い
煙

等
に

よ
る

操
作

雰
囲

気
の

悪
化

）
外

部
火

災
に

よ
り

発
生

す
る

ば
い

煙
，

有
毒

ガ
ス

及
び

降
下

火
砕

物
に

よ
る

中
央

制
御

室
内

の
操

作
雰

囲
気

の
悪

化
に

対
し

て
は

，
中

央
制

御
室

換
気

系
の

給
気

隔
離

弁
及

び
排

気
隔

離
弁

を
閉

止
し

，
閉

回
路

循
環

運
転

を
行

う
こ

と
で

外
気

を
遮

断
す

る
こ

と
か

ら
，

運
転

操
作

に
影

響
を

与
え

ず
容

易
に

操
作

が
で

き
る

設
計

と
す

る
。

建
屋

内
の

現
場

操
作

に
対

し
て

は
，

外
気

取
り

入
れ

運
転

を
行

っ
て

い
る

建
屋

換
気

系
の

外
気

取
り

入
れ

口
に

フ
ィ

ル
タ

を
設

置
し

て
い

る
た

め
，

運
転

操
作

に
影

響
を

与
え

ず
容

易
に

操
作

で
き

る
設

計
と

す
る

。
ま

た
，

建
屋

換
気

系
を

停
止

す
る

こ
と

に
よ

り
外

気
取

り
入

れ
を

遮
断

し
，

運
転

操
作

に
影

響
を

与
え

ず
容

易
に

操
作

で
き

る
設

計
と

す
る

。

第
1
0
条

－
8
～

9
（

凍
結

に
よ

る
操

作
環

境
へ

の
影

響
）

中
央

制
御

室
の

換
気

系
に

よ
り

環
境

温
度

が
維

持
さ

れ
る

こ
と

で
，

運
転

操
作

に
影

響
を

与
え

ず
容

易
に

操
作

が
で

き
る

設
計

と
す

る
。

建
屋

内
の

現
場

操
作

に
対

し
て

は
，

建
屋

換
気

系
に

よ
り

環
境

温
度

が
維

持
さ

れ
る

た
め

，
運

転
操

作
に

影
響

を
与

え
ず

容
易

に
操

作
が

で
き

る
設

計
と

す
る

。
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（
２

）
申

請
書

等
の

記
載

ペ
ー

ジ
圧

縮
減

容
装

置
に

係
る

設
計

方
針

内
容

申
請

書
，

審
査

資
料

[
C
V
R
D
-
1
-
0
0
1
]
別

添
１

1
2
条

－
1
6
～

1
9

安
全

施
設

を
，

「
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

の
安

全
機

能
の

重
要

度
分

類
に

関
す

る
審

査
指

針
」

に
基

づ
き

，
そ

れ
が

果
た

す
安

全
機

能
の

性
質

に
応

じ
て

，
次

の
2
種

に
分

類
す

る
。

(
1
)
　

そ
の

機
能

の
喪

失
に

よ
り

，
原

子
炉

施
設

を
異

常
状

態
に

陥
れ

，
も

っ
て

一
般

公
衆

な
い

し
従

事
者

に
過

度
の

放
射

線
被

ば
く

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
の

あ
る

も
の

（
異

常
発

生
防

止
系

。
以

下
「

Ｐ
Ｓ

」
と

い
う

。
）

。
(
2
)
　

原
子

炉
施

設
の

異
常

状
態

に
お

い
て

，
こ

の
拡

大
を

防
止

し
，

又
は

こ
れ

を
速

や
か

に
収

束
せ

し
め

，
も

っ
て

一
般

公
衆

な
い

し
従

事
者

に
及

ぼ
す

お
そ

れ
の

あ
る

過
度

の
放

射
線

被
ば

く
を

防
止

し
，

又
は

緩
和

す
る

機
能

を
有

す
る

も
の

（
異

常
影

響
緩

和
系

。
以

下
「

Ｍ
Ｓ

」
と

い
う

。
）

。
ま

た
，

Ｐ
Ｓ

及
び

Ｍ
Ｓ

の
そ

れ
ぞ

れ
に

属
す

る
安

全
施

設
を

，
そ

の
有

す
る

安
全

機
能

の
重

要
度

に
応

じ
，

そ
れ

ぞ
れ

ク
ラ

ス
１

，
ク

ラ
ス

２
及

び
ク

ラ
ス

３
に

分
類

す
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

ク
ラ

ス
の

呼
称

は
第

１
表

に
掲

げ
る

と
お

り
と

す
る

。
な

お
，

各
ク

ラ
ス

に
属

す
る

安
全

施
設

の
基

本
設

計
な

い
し

基
本

的
設

計
方

針
は

，
確

立
さ

れ
た

設
計

，
建

設
，

試
験

及
び

検
査

の
技

術
並

び
に

運
転

管
理

に
よ

り
，

安
全

機
能

確
保

の
観

点
か

ら
，

次
の

各
号

に
掲

げ
る

基
本

的
目

標
を

達
成

で
き

る
も

の
と

す
る

。
ａ

．
ク

ラ
ス

１
：

合
理

的
に

達
成

し
得

る
最

高
度

の
信

頼
性

を
確

保
し

，
か

つ
，

維
持

す
る

こ
と

。
ｂ

．
ク

ラ
ス

２
：

高
度

の
信

頼
性

を
確

保
し

，
か

つ
，

維
持

す
る

こ
と

。
ｃ

．
ク

ラ
ス

３
：

一
般

の
産

業
施

設
と

同
等

以
上

の
信

頼
性

を
確

保
し

，
か

つ
，

維
持

す
る

こ
と

。

第
1
2
条

　
適

合
の

た
め

の
設

計
方

針
　

圧
縮

減
容

装
置

を
含

む
固

体
廃

棄
物

処
理

系
は

，
「

発
電

用
軽

水
型

原
子

炉
施

設
の

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

に
関

す
る

審
査

指
針

」
に

基
づ

き
，

そ
れ

が
果

た
す

安
全

機
能

の
性

質
及

び
そ

の
有

す
る

安
全

機
能

の
重

要
度

に
応

じ
て

Ｐ
Ｓ

－
３

に
分

類
し

，
一

般
の

産
業

施
設

と
同

等
以

上
の

信
頼

性
を

確
保

し
，

か
つ

，
維

持
す

る
設

計
と

す
る

。

記
載

し
な

い
（

圧
縮

減
容

装
置

を
含

む
固

体
廃

棄
物

処
理

系
が

該
当

す
る

Ｐ
Ｓ

－
３

以
外

に
関

す
る

記
載

で
あ

る
た

め
。

）

東
海

第
二

発
電

所
　

圧
縮

減
容

装
置

に
係

る
原

子
炉

設
置

変
更

許
可

申
請

と
既

許
可

の
関

係
に

つ
い

て

対
象

条
文

：
第

十
二

条
　

安
全

施
設

（
１

）
既

許
可

引
用

箇
所

（
３
）
備

考
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（
２

）
申

請
書

等
の

記
載

ペ
ー

ジ
圧

縮
減

容
装

置
に

係
る

設
計

方
針

内
容

申
請

書
，

審
査

資
料

[
C
V
R
D
-
1
-
0
0
1
]
別

添
１

東
海

第
二

発
電

所
　

圧
縮

減
容

装
置

に
係

る
原

子
炉

設
置

変
更

許
可

申
請

と
既

許
可

の
関

係
に

つ
い

て

対
象

条
文

：
第

十
二

条
　

安
全

施
設

（
１

）
既

許
可

引
用

箇
所

（
３
）
備

考

1
2
条

－
2
1
～

2
2

安
全

施
設

の
設

計
条

件
を

設
定

す
る

に
当

た
っ

て
は

，
材

料
疲

労
，

劣
化

等
に

対
し

て
も

十
分

な
余

裕
を

持
っ

て
機

能
維

持
が

可
能

と
な

る
よ

う
，

通
常

運
転

時
，

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
時

及
び

設
計

基
準

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
圧

力
，

温
度

，
湿

度
，

放
射

線
量

等
各

種
の

環
境

条
件

を
考

慮
し

，
十

分
安

全
側

の
条

件
を

与
え

る
こ

と
に

よ
り

，
こ

れ
ら

の
条

件
下

に
お

い
て

も
期

待
さ

れ
て

い
る

安
全

機
能

を
発

揮
で

き
る

設
計

と
す

る
。

第
1
2
条

　
適

合
の

た
め

の
設

計
方

針
　

圧
縮

減
容

装
置

を
含

む
固

体
廃

棄
物

処
理

系
の

設
計

条
件

を
設

定
す

る
に

当
た

っ
て

は
，

材
料

疲
労

，
劣

化
等

に
対

し
て

も
十

分
な

余
裕

を
も

っ
て

機
能

維
持

が
可

能
と

な
る

よ
う

，
通

常
運

転
時

，
運

転
時

の
異

常
な

過
渡

変
化

時
及

び
設

計
基

準
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る

圧
力

，
温

度
，

湿
度

，
放

射
線

量
等

各
種

の
環

境
条

件
を

考
慮

し
，

十
分

安
全

側
の

条
件

を
与

え
る

こ
と

に
よ

り
，

こ
れ

ら
の

条
件

下
に

お
い

て
も

期
待

さ
れ

て
い

る
安

全
機

能
を

発
揮

で
き

る
設

計
と

す
る

。

既
許

可
相

当
の

内
容

を
記

載
済

1
2
条

－
2
3
～

2
5

安
全

施
設

は
，

そ
の

健
全

性
及

び
能

力
を

確
認

す
る

た
め

，
そ

の
安

全
機

能
の

重
要

度
に

応
じ

，
必

要
性

及
び

プ
ラ

ン
ト

に
与

え
る

影
響

を
考

慮
し

て
，

発
電

用
原

子
炉

の
運

転
中

又
は

停
止

中
に

試
験

又
は

検
査

が
で

き
る

設
計

と
す

る
。

試
験

又
は

検
査

が
可

能
な

設
計

と
す

る
対

象
設

備
を

第
２

表
に

示
す

。

固
体

廃
棄

物
処

理
系

は
，

定
期

的
な

試
験

又
は

検
査

を
行

う
こ

と
に

よ
り

，
そ

の
機

能
の

健
全

性
を

確
認

す
る

。

第
1
2
条

　
適

合
の

た
め

の
設

計
方

針
　

圧
縮

減
容

装
置

を
含

む
固

体
廃

棄
物

処
理

系
は

，
そ

の
健

全
性

及
び

能
力

を
確

認
す

る
た

め
，

そ
の

安
全

機
能

の
重

要
度

に
応

じ
，

必
要

性
及

び
プ

ラ
ン

ト
に

与
え

る
影

響
を

考
慮

し
て

，
発

電
用

原
子

炉
の

運
転

中
又

は
停

止
中

に
試

験
又

は
検

査
が

で
き

る
設

計
と

す
る

。

既
許

可
相

当
の

内
容

を
記

載
済
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（
２

）
申

請
書

等
の

記
載

ペ
ー
ジ

圧
縮

減
容

装
置

に
係

る
設

計
方

針
内

容
申

請
書

，
審

査
資

料
[
C
V
R
D
-
1
-
0
0
1
]
別

添
１

第
2
7
条

－
3
7

第
7
.
3
－

1
表

　
固

体
廃

棄
物

処
理

系
主

要
仕

様

(
1
3
)
　

固
体

廃
棄

物
作

業
建

屋
（

東
海

発
電

所
及

び
東

海
第

二
発
電

所
共

用
，

既
設

）
　

　
　

　
　

位
置

　
　

　
　

　
　

　
　

発
電

所
敷

地
内

　
　

　
　

　
構

造
　

　
　

　
　

　
　

　
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

（
一

部
鉄

骨
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

及
び

鉄
骨

造
）

（
地

上
3
階

）
　

　
　

　
　

面
積

　
　

　
　

　
固

体
廃

棄
物

作
業

建
屋

の
延

面
積

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

約
6
,
2
0
0
m
２

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
廃

棄
体

搬
出

作
業

エ
リ

ア
の

延
面

積

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

約
2
,
7
0
0
m
２
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
仕

分
け

・
切

断
作

業
エ

リ
ア

の
面

積

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

約
9
0
0
m
２
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
機

器
・

予
備

品
エ

リ
ア

の
面

積

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

約
1
,
4
0
0
m
２
）

第
7
.
3
－

1
表

　
固

体
廃

棄
物

処
理

系
主

要
仕

様

(
1
4
)
　

固
体

廃
棄

物
作

業
建

屋
（

東
海

発
電

所
及

び
東

海
第

二
発

電
所

共
用

，
既

設
）

　
　

　
　

　
位

置
　

　
　

　
　

　
　

　
発

電
所

敷
地

内
　

　
　

　
　

構
造

　
　

　
　

　
　

　
　

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

造
（

一
部

鉄
骨

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

造
及

び
鉄

骨
造

）
（

地
上

3
階

）
　

　
　

　
　

面
積

　
　

　
　

　
固

体
廃

棄
物

作
業

建
屋

の
延

面
積

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

約
6
,
2
0
0
m
２

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
廃

棄
体

搬
出

作
業

エ
リ

ア
の

延
面

積

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

約
2
,
7
0
0
m
２
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
仕

分
け

・
切

断
作

業
エ

リ
ア

の
面

積

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

約
8
3
0
m
２
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
圧

縮
減

容
処

理
エ

リ
ア

の
面

積

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

約
7
0
m
２
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
機

器
・

予
備

品
エ

リ
ア

の
面

積

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

約
1
,
4
0
0
m
２
）

既
許

可
相
当

の
内

容
を

記
載

済

第
2
7
条

－
3
8

7
．

　
放

射
性

廃
棄

物
の

廃
棄

施
設

7
.
3
　

固
体

廃
棄

物
処

理
系

7
.
3
.
2
　

設
計

方
針

(
7
)
　

固
体

廃
棄

物
作

業
建

屋
（

東
海

発
電

所
及

び
東

海
第

二
発

電
所

共
用

，
既

設
）

の
仕

分
け

・
切

断
作

業
エ

リ
ア

で
は

，
不

燃
性

雑
固

体
廃

棄
物

及
び

給
水

加
熱

器
保

管
庫

に
貯

蔵
保

管
し

た
第

６
給

水
加
熱

器
等

の
仕

分
け

，
切

断
を

行
う

。
ま

た
，

機
器

・
予

備
品

エ
リ

ア
で
は

，
資

機
材

の
保

管
を

行
う

。

7
．

　
放

射
性

廃
棄

物
の

廃
棄

施
設

7
.
3
　

固
体

廃
棄

物
処

理
系

7
.
3
.
2
　

設
計

方
針

(
7
)
　

固
体

廃
棄

物
作

業
建

屋
（

東
海

発
電

所
及

び
東

海
第

二
発

電
所

共
用

，
既

設
）

の
仕

分
け

・
切

断
作

業
エ

リ
ア

で
は

，
不

燃
性

雑
固

体
廃

棄
物

及
び

給
水

加
熱

器
保

管
庫

に
貯

蔵
保

管
し

た
第

６
給

水
加

熱
器

等
の

仕
分

け
及

び
切

断
を

，
圧

縮
減

容
処

理
エ

リ
ア

で
は

，
圧

縮
減

容
装

置
に

て
不

燃
性

雑
固

体
廃

棄
物

の
圧

縮
減

容
を

行
う

。
ま

た
，

機
器

・
予

備
品

エ
リ

ア
で

は
，

資
機

材
の

保
管

を
行

う

既
許

可
相
当

の
内

容
を

記
載

済

東
海

第
二

発
電

所
　

圧
縮

減
容

装
置

に
係

る
原
子

炉
設

置
変

更
許

可
申

請
と

既
許

可
の

関
係

に
つ

い
て

対
象

条
文

：
第

二
十
七

条
　

放
射

性
廃

棄
物

の
処

理
施

設 （
１

）
既

許
可

引
用

箇
所

（
３
）
備

考
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第
2
7
条

－
6
8

7
.
3
.
3
　

主
要

設
備

(
7
)
　

固
体

廃
棄

物
作

業
建

屋
（

東
海

発
電

所
及

び
東

海
第

二
発

電
所

共
用

，
既

設
）

で
の

不
燃

性
雑

固
体

廃
棄

物
の

処
理

等
　

仕
分

け
・

切
断

作
業

エ
リ

ア
で

は
，

不
燃

性
雑

固
体

廃
棄

物
の
仕

分
け

，
切

断
作

業
を

行
う

。
な

お
，

仕
分

け
及

び
切

断
作

業
を

行
う
仕

分
け

・
切

断
作

業
エ

リ
ア

内
の

作
業

場
は

，
放

射
性

物
質

の
散

逸
を
防

止
す

る
た

め
，

周
囲

か
ら

区
画

し
，

作
業

中
は

当
該

区
域

を
負

圧
に
維

持
す

る
等

の
汚

染
拡

大
防

止
措

置
を

講
じ

る
。

7
.
3
.
3
　

主
要

設
備

(
7
)
　

固
体

廃
棄

物
作

業
建

屋
（

東
海

発
電

所
及

び
東

海
第

二
発

電
所

共
用

，
既

設
）

で
の

不
燃

性
雑

固
体

廃
棄

物
の

処
理

等
　

仕
分

け
・

切
断

作
業

エ
リ

ア
で

は
，

不
燃

性
雑

固
体

廃
棄

物
の

仕
分

け
，

切
断

作
業

を
行

う
。

圧
縮

減
容

処
理

エ
リ

ア
で

は
，

圧
縮

減
容

装
置

に
て

不
燃

性
雑

固
体

廃
棄

物
の

圧
縮

減
容

を
行

う
。

な
お

，
仕

分
け

及
び

切
断

作
業

を
行

う
仕

分
け

・
切

断
作

業
エ

リ
ア

は
，

仕
分

け
・

切
断

作
業

を
行

う
際

に
は

，
可

搬
型

の
高

性
能

粒
子

フ
ィ

ル
タ

付
き

局
所

排
風

機
を

使
用

し
汚

染
拡

大
防

止
措

置
を

講
じ

る
と

と
も

に
，

仕
分

け
・

切
断

作
業

エ
リ

ア
内

の
作

業
場

並
び

に
圧

縮
減

容
処

理
エ

リ
ア

か
ら

な
る

範
囲

は
，

周
囲

か
ら

区
画

し
，

作
業

中
は

区
画

し
た

範
囲

を
負

圧
に

維
持

す
る

こ
と

に
よ

り
，

放
射

性
物

質
が

散
逸

し
難

い
設

計
と

す
る

。
ま

た
，

圧
縮

減
容

処
理

エ
リ

ア
は

，
圧

縮
減

容
装

置
の

ド
ラ

ム
缶

投
入

口
を

フ
ー

ド
で

囲
い

，
フ

ー
ド

内
を

排
気

す
る

こ
と

で
，

処
理

す
る

過
程

に
お

い
て

放
射

性
物

質
が

散
逸

し
難

い
設

計
と

す
る

。

既
許

可
相
当

の
内

容
を

記
載

済
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（
２

）
申

請
書

等
の

記
載

ペ
ー

ジ
圧

縮
減

容
装

置
に

係
る

設
計

方
針

内
容

申
請

書
，

審
査

資
料

[
C
V
R
D
-
1
-
0
0
1
]
別

添
１

第
2
9
条

－
1
1
～

1
3

8
.
3
　

遮
蔽

設
備

8
.
3
.
1
　

概
　

要
　

遮
蔽

設
備

は
，

発
電

所
周

辺
の

一
般

公
衆

及
び

放
射

線
業

務
従

事
者

等
の

線
量
の

低
減

を
図

る
も

の
で

，
一

次
遮

蔽
，

二
次

遮
蔽

等
で

構
成

す
る

。

8
.
3
.
2
　

設
計

方
針

（
5
）

建
屋

内
の

遮
蔽

は
，

放
射

線
業

務
従

事
者

の
関

係
各

場
所

へ
の

立
入

頻
度

，
滞

在
時

間
等

を
考

慮
し

た
上

で
，

外
部

放
射

線
に

係
る

線
量

等
量

率
が

第
8
.
3
－

1
表

の
基

準
を

満
足

す
る

設
計

と
す

る
。

　
な

お
，

固
体

廃
棄

物
作

業
建

屋
に

つ
い

て
は

，
第

8
.
3
-
2
表

の
基

準
を

満
足

す
る
設

計
と

す
る

。
　

（
中

略
）

（
6
）

発
電

用
原

子
炉

施
設

か
ら

の
直

接
ガ

ン
マ

線
及

び
ス

カ
イ

シ
ャ

イ
ン

ガ
ン

マ
線

に
よ

る
空

間
線

量
率

に
つ

い
て

は
，

人
の

居
住

の
可

能
性

の
あ

る
地

域
に

お
い

て
空

気
カ

ー
マ

で
5
0
μ
G
y
／

y
以

下
を

目
標

に
遮

蔽
等

を
行

う
設

計
と

す
る

。

8
.
3
.
4
.
4
　

補
助

遮
蔽

　
補

助
遮

蔽
は

，
原

子
炉

補
助

系
，

タ
ー

ビ
ン

補
助

系
，

廃
棄

物
処

理
系

等
か

ら
の

放
射

線
に

対
し

，
運

転
員

を
保

護
す

る
た

め
の

も
の

で
あ

り
，

主
と

し
て

機
器

ま
わ

り
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

壁
か

ら
な

る
が

，
運

転
員

の
接

近
が

必
要

な
配

管
等

に
は

，
必

要
に

応
じ

て
鉛

又
は

鉄
板

で
遮

蔽
す

る
。

ま
た

，
と

こ
ろ

に
よ

っ
て

は
，

保
守

の
観

点
よ

り
，

取
り

外
し

可
能

な
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
又
は

鉄
板

を
用

い
る

。

第
2
9
条

　
適

合
の

た
め

の
設

計
方

針
　

圧
縮

減
容

装
置

は
，

通
常

運
転

時
に

お
い

て
，

発
電

用
原

子
炉

施
設

か
ら

の
直

接
線

及
び

ス
カ

イ
シ

ャ
イ

ン
線

に
よ

る
敷

地
周

辺
の

空
間

線
量

率
を

合
理

的
に

達
成

で
き

る
限

り
小

さ
い

値
に

な
る

よ
う

に
設

計
す

る
。

　
具

体
的

に
は

，
放

射
性

廃
棄

物
の

貯
蔵

施
設

内
の

固
体

廃
棄

物
か

ら
の

ガ
ン

マ
線

に
よ

る
直

接
線

量
及

び
ス

カ
イ

シ
ャ

イ
ン

線
量

を
評

価
し

，
既

設
建

屋
か

ら
の

寄
与

を
含

め
た

人
の

居
住

の
可

能
性

の
あ

る
地

域
に

お
け

る
合

計
線

量
が

，
年

間
5
0
μ

G
y
を

超
え

な
い

設
計

と
す

る
。

記
載

し
な

い
（

年
間
5
0
μ

G
y
を

超
え

な
い

設
計

と
す

る
旨

は
記

載
済
。

下
線

部
は

，
そ

の
設

計
と

す
る

た
め

の
具

体
的

な
設

備
等

を
記

載
し

た
も

の
で

あ
る

が
，

圧
縮

減
容

装
置

を
設

置
す

る
固

体
廃

棄
物

作
業

建
屋

の
既

許
可

に
お

け
る

設
計

で
あ

り
，

圧
縮

減
容

装
置

の
設

置
に

よ
る

設
計

変
更

は
な

い
た

め
，

記
載

不
要

。
）

東
海

第
二

発
電

所
　

圧
縮

減
容

装
置

に
係
る

原
子

炉
設

置
変

更
許

可
申

請
と

既
許

可
の

関
係

に
つ

い
て

対
象

条
文

：
第

二
十

九
条

　
工

場
等

周
辺

に
お

け
る

直
接

線
等

か
ら

の
防

護

（
１

）
既

許
可

引
用

箇
所

（
３
）
備
考
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（
２

）
申

請
書

等
の

記
載

ペ
ー

ジ
圧

縮
減

容
装

置
に

係
る

設
計

方
針

内
容

申
請

書
，

審
査

資
料

[
C
V
R
D
-
1
-
0
0
1
]
別

添
１

第
3
0
条

－
2
2

本
文

九
号

　
発

電
用

原
子

炉
施

設
に

お
け

る
放

射
線

の
管

理
に

関
す

る
事

項
（

ⅰ
）

管
理

区
域

　
炉

室
，

使
用

済
燃

料
の

貯
蔵

施
設

，
放

射
性

廃
棄

物
の

廃
棄

施
設

等
の

場
所

で
あ

っ
て

，
そ

の
場

所
に

お
け

る
外

部
放

射
線

に
係

る
線

量
，

空
気

中
の

放
射

性
物

質
の

濃
度

又
は

放
射

性
物

質
に

よ
っ

て
汚

染
さ

れ
た

物
の

表
面

の
放

射
性

物
質

の
密

度
が

「
核

原
料

物
質

又
は

核
燃

料
物

質
の

製
錬

の
事

業
に

関
す

る
規

則
等

の
規

定
に

基
づ

く
線

量
限

度
等

を
定

め
る

告
示

」
（

以
下

「
線

量
限

度
等

を
定

め
る

告
示

」
と

い
う

。
）

に
定

め
ら

れ
た

値
を

超
え

る
か

又
は

そ
の

お
そ

れ
の

あ
る

区
域

は
す

べ
て

管
理

区
域

と
す

る
。

　
実

際
に

は
部

屋
，

建
物

そ
の

他
の

施
設

の
配

置
及

び
管

理
上

の
便

宜
も

考
慮

し
て

，
原

子
炉

建
屋

，
タ

ー
ビ

ン
建

屋
及

び
サ

ー
ビ

ス
建

屋
の

一
部

，
固

体
廃

棄
物

貯
蔵

庫
，

廃
棄

物
処

理
建

屋
，

使
用

済
燃

料
乾

式
貯

蔵
建

屋
，

給
水

加
熱

器
保

管
庫

並
び

に
固

体
廃

棄
物

作
業

建
屋

等
を

管
理

区
域

と
す

る
。

記
載

し
な

い
（

下
線

部
は

，
圧

縮
減

容
装

置
を

設
置

す
る

固
体

廃
棄

物
作

業
建

屋
を

含
む

管
理

区
域

の
設

定
方

針
で

あ
る

が
，

圧
縮

減
容

装
置

の
設

置
に

よ
る

方
針

の
変

更
は

な
い

た
め

，
記

載
不

要
。

）

第
3
0
条

－
2
3

8
.
3
　

遮
蔽

設
備

記
載

し
な

い
（

下
線

部
は

，
圧

縮
減

容
装

置
を

設
置

す
る

固
体

廃
棄

物
作

業
建

屋
の

遮
蔽

設
計

基
準

を
示

す
も

の
で

あ
る

が
，

圧
縮

減
容

装
置

の
設

置
に

よ
る

基
準

の
変

更
は

な
い

た
め

，
記

載
不

要
。

）

第
3
0
条

　
適

合
の

た
め

の
設

計
方

針
第

１
項

第
１

号
に

つ
い

て
　

圧
縮

減
容

装
置

は
，

放
射

線
業

務
従

事
者

が
受

け
る

放
射

線
量

を
低

減
で

き
る

よ
う

，
遮

蔽
及

び
適

切
な

機
器

の
配

置
等

が
行

わ
れ

た
固

体
廃

棄
物

作
業

建
屋

内
に

設
置

す
る

設
計

と
し

，
圧

縮
用

ド
ラ

ム
缶

の
圧

縮
減

容
装

置
へ

の
投

入
は

線
源

と
な

る
ド

ラ
ム

缶
か

ら
離

れ
た

場
所

か
ら

ク
レ

ー
ン

に
よ

り
行

う
設

計
と

す
る

と
と

も
に

，
圧

縮
減

容
装

置
の

操
作

は
，

線
源

と
な

る
ド

ラ
ム

缶
か

ら
離

れ
た

場
所

に
設

置
す

る
操

作
盤

に
よ

り
自

動
で

行
う

設
計

と
す

る
。

第
３

項
に

つ
い

て
　

圧
縮

減
容

装
置

の
設

置
場

所
に

は
，

放
射

線
監

視
の

た
め

，
エ

リ
ア

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

を
設

け
，

中
央

制
御

室
内

に
記

録
，

指
示

を
行

い
，

放
射

線
レ

ベ
ル

設
定

値
を

超
え

た
場

合
は

中
央

制
御

室
等

に
警

報
を

発
す

る
よ

う
に

す
る

。
ま

た
，

放
射

線
業

務
従

事
者

が
特

に
頻

繁
に

立
ち

入
る

箇
所

に
つ

い
て

は
定

期
的

及
び

必
要

の
都

度
，

サ
ー

ベ
イ

・
メ

ー
タ

に
よ

る
外

部
放

射
線

に
係

る
放

射
線

量
率

，
サ

ン
プ

リ
ン

グ
等

に
よ

る
空

気
中

放
射

性
物

質
濃

度
及

び
床

面
等

の
表

面
の

放
射

性
物

質
の

密
度

の
測

定
を

行
う

設
計

と
す

る
。

東
海

第
二

発
電

所
　

圧
縮

減
容

装
置

に
係

る
原

子
炉

設
置

変
更

許
可

申
請

と
既

許
可

の
関

係
に

つ
い

て

対
象

条
文

：
第

三
十

条
　

放
射

線
か

ら
の

放
射

線
業

務
従

事
者

の
防

護

（
１

）
既

許
可

引
用

箇
所

（
３
）
備

考
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（
２

）
申

請
書

等
の

記
載

ペ
ー

ジ
圧

縮
減

容
装

置
に

係
る

設
計

方
針

内
容

申
請

書
，

審
査

資
料

[
C
V
R
D
-
1
-
0
0
1
]
別

添
１

東
海

第
二

発
電

所
　

圧
縮

減
容

装
置

に
係

る
原

子
炉

設
置

変
更

許
可

申
請

と
既

許
可

の
関

係
に

つ
い

て

対
象

条
文

：
第

三
十

条
　

放
射

線
か

ら
の

放
射

線
業

務
従

事
者

の
防

護

（
１

）
既

許
可

引
用

箇
所

（
３
）
備

考

第
3
0
条

－
5
0

指
針

5
8
.
　

放
射

線
業

務
従

事
者

の
放

射
線

管
理

原
子

炉
施

設
は

，
放

射
線

業
務

従
事

者
を

放
射

線
か

ら
防

護
す

る
た

め
に

，
放

射
線

被
ば

く
を

十
分

に
監

視
及

び
管

理
す

る
た

め
の

放
射

線
管

理
施

設
を

設
け

た
設

計
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
，

放
射

線
管

理
施

設
は

，
必

要
な

情
報

を
制

御
室

又
は

適
当

な
場

所
に

表
示

で
き

る
設

計
で

あ
る

こ
と

。

適
合

の
た

め
の

設
計

方
針

　
固

体
廃

棄
物

作
業

建
屋

の
放

射
線

業
務

従
事

者
等

の
出

入
管

理
，

個
人

被
ば

く
管

理
及

び
汚

染
管

理
を

行
う

た
め

，
既

設
の

出
入

管
理

設
備

，
既

設
の

個
人

線
量

計
等

の
個

人
被

ば
く

管
理

関
係

設
備

及
び

既
設

の
汚

染
管

理
設

備
を

利
用

で
き

る
よ

う
に

設
計

す
る

。
　

ま
た

，
必

要
な

場
所

に
エ

リ
ア

・
モ

ニ
タ

を
設

置
し

，
当

該
場

所
で

放
射

線
レ

ベ
ル

が
確

認
で

き
る

指
示

計
を

設
け

る
と

と
も

に
，

放
射

線
レ

ベ
ル

が
設

定
値

を
超

え
た

と
き

に
は

，
警

報
を

発
す

る
設

計
と

す
る

。
　

な
お

，
放

射
線

業
務

従
事

者
が

頻
繁

に
立

ち
入

る
場

所
に

つ
い

て
は

，
定

期
的

及
び

必
要

の
都

度
，

サ
ー

ベ
イ

・
メ

ー
タ

に
よ

る
外

部
放

射
線

に
係

る
線

量
当

量
率

，
サ

ン
プ

リ
ン

グ
等

に
よ

る
空

気
中

放
射

性
物

質
の

濃
度

及
び

床
等

の
表

面
の

放
射

性
物

質
の

密
度

の
測

定
を

行
う

と
と

も
に

，
作

業
場

所
の

入
口

付
近

等
に

線
量

当
量

率
等

の
必

要
な

情
報

を
表

示
す

る
。

記
載

し
な

い
（

下
線

部
は

，
圧

縮
減

容
装

置
を

設
置

す
る

固
体

廃
棄

物
作

業
建

屋
に

お
け

る
放

射
線

業
務

従
事

者
等

の
出

入
管

理
等

に
係

る
設

備
の

設
計

を
示

す
も

の
で

あ
る

が
，

圧
縮

減
容

装
置

の
設

置
に

よ
る

設
計

変
更

は
な

い
た

め
，

記
載

不
要

。
）

第
３

項
に

係
る

記
載

を
，

以
下

の
下

線
部

の
と

お
り

変
更

す
る

 
（

中
略

）
 
ま

た
，

放
射

線
業

務
従

事
者

が
特

に
頻

繁
に

立
ち

入
る

箇
所

に
つ

い
て

は
定

期
的

及
び

必
要

の
都

度
，

サ
ー

ベ
イ

・
メ

ー
タ

に
よ

る
外

部
放

射
線

に
係

る
放

射
線

量
率

，
サ

ン
プ

リ
ン

グ
等

に
よ

る
空

気
中

放
射

性
物

質
濃

度
及

び
床

面
等

の
表

面
の

放
射

性
物

質
の

密
度

の
測

定
を

行
う

と
と

も
に

，
作

業
場

所
の

入
口

付
近

等
に

空
間

線
量

率
等

の
必

要
な

情
報

を
表

示
す

る
設

計
と

す
る

。
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